
2012年度 オーストラリア多文化共生社会体験プログラム追加募集のお知らせ 

 

 新潟大学国際センターでは，新潟大学個性化科目（自由主題）「多文化共生社会体験 in AUSTRALIA 

I & II」として，2012 年 8 月に 1～2 年生が参加対象のオーストラリア短期留学プログラム（5 週間）

を行います。本プログラムは，JTB 旅行企画・取扱にて実施されます。 

 

１．本プログラムの目的 

(1)海外での異文化体験学習  (2)英語研修 

２．募集対象者 

  原則として，本学の正規学部生 1年～2年生としますが，3年生も申込み可能です。 

３．募集人数 

  最大 15名 

４．研修先 

  クイーンズランド工科大学インターナショナルカレッジ （クイーンズランド州ブリスベン市） 

  Queensland University of Technology (QUT) International College 

５．日程・内容 

(1)日程： 2012年 8月 18日(土)出発，9月 22日(土)帰国（約 5週間） 

(2)研修内容： 

① 異文化体験学習 

・ ホームステイによる異文化体験： 多文化共生社会であるオーストラリアでの生活体

験を目的として，5週間の研修期間中，現地でホームステイをします。 

・ 課題別インタビューレポート： 特定の課題について現地の一般市民等にインタビュ

ーを実施し，それをレポートにまとめます。 

② 英語研修 

8月 20日から 9月 21日まで，QUT International College にて英語研修を行います。新潟

大学からの参加者はレベル別にクラス分けされ，他国の学生とともに General Englishコ

ースに入ります。 

６．現地での宿泊 

ホームステイ（QUTが提供するプログラム）。3食付き 

７．参加費用 

本プログラムの参加費は 1人あたり 50万円程度（往復航空賃，新潟～成田の交通費，現地での授

業料，ホームステイ料金を含む）と見込まれますが，変動する可能性があります。 

 

９．応募方法 

 本プログラムへの参加を希望する学生は，平成 24年 5月 21日(月)午後５時までに，下記の応募

書類を新潟大学国際課（総合教育研究棟Ｄ棟 3階）まで提出してください。 

＜応募書類＞ 

① プログラム申込書（様式１，両面記入） 

② 成績証明書（各自で学務係にある端末で印刷してください。新１年生は不要です。） 



 

  ＜応募にあたって＞ 

応募は，必ず下記事項を承諾した上で行ってください。 

 研修期間が開始した後の途中参加（遅れて渡航）は認められません。 

 研修期間中の日本への帰国は認められません。（ただし，親族の病気など緊急事態は除

きます） 

 英語研修のクラスには全て出席してください。（病気・ケガの場合を除きます） 

 50万円前後の費用がかかります。ご家族とよく相談し，参加決定後に経済的な理由で辞

退することがないように，申し込む前に，参加について了解を得てください。 

10．選抜方法 

応募書類をもとに，面接を行います。異文化体験を主としたプログラムのため，英語力について

は特段考慮しません。面接日程及び選抜結果は，学務情報システムの電子メールにて通知します。 

11．オリエンテーション等 

参加が決まった学生に対しては，6月～8月の間で月 1回の事前講習を行います。また，出発前に

JTBによるオリエンテーションも行いますので，必ずすべてに出席してください。 

12．履修登録及びレポートの提出 

 本プログラム参加者は，参加決定後に科目履修登録を行います。レポート課題の提出とその評価

において，条件を満たした学生には単位が認定されます。 

13．他プログラムとの併願について 

 他のプログラム（シドニー工科大学サマープログラム等）と併願をする場合は，第一希望がどの

プログラムであるか申請書に明記し，申請時に必ずスタッフにその旨を伝えてください。 

14．その他 

 今後の国際センターの海外派遣プログラムに対して，研修終了後にアンケート等で意見を求める

ことがあります。また，レポート等を冊子としたり，新潟大学ホームページに掲載したりする場合

がありますので，ご了承ください。 

15．本プログラムについての問い合わせ先 

新潟大学国際センター（総合教育研究棟 D棟 3階） 

   准教授 池田英喜（Tel：025-262-6476，Email：ikeda@isc.niigata-u.ac.jp） 

   国際課 田村友美（Tel：025-262-7631，Email：tamura@adm.niigata-u.ac.jp） 


